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①耐震性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

○

（耐震化率の目標に対する達成状況）

【 所 見 】

②防犯対策など安全性の確保を図る整備

【 達 成 状 況 】

達成状況
51.4

耐震化率（％）

65.0

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。
計画したが、すべて実施できなかった。

　平成２１年度においては沓掛小学校、豊明小学校、栄中学校の校舎３棟並びに沓掛小学校、中央小学校、舘小学校、栄小学校、双峰小
学校の体育館５棟の耐震補強事業を計画どおり実施することができ、耐震化率の目標が達成される結果となった。また、平成２１年度に
おいて全棟の２次診断を終えたことに伴い、中央小学校、豊明中学校の校舎２棟においてはＩｓ値０．７以上と判定されたことにより、
耐震化率の目標値に上乗せすることができた。
　国の、平成２２年度当初予算（案）では、各自治体からの要望額の４０％にも届かない規模となっている状況にあり、その説明では、
大規模な地震によって倒壊等の危険性の特に高い建物（Ｉｓ値０．３未満）の耐震化事業を優先的に採択する方針が示されており、平成
２４年度までに計画どおり耐震化率１００％の目標を達成するためにも財源確保が今後の課題となる。

特別支援学校

施設整備計画　事後評価シート（総括票）

公立の義務教育諸学校等施設の整備に関する目標の達成状況について

計画どおり実施できた。
計画したが、一部実施できなかった。

目標
48.6
60.0

幼稚園

小学校
中学校
高等学校

計画したが、すべて実施できなかった。

学校区分



【 所 見 】

③教育環境の質的な向上を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

④施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【 達 成 状 況 】

【 所 見 】

該当なし

計画どおり実施できた。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、一部実施できなかった。

計画したが、すべて実施できなかった。

計画どおり実施できた。

該当なし

該当なし

計画したが、すべて実施できなかった。
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3 事後評価の総合所見及び今後の施設整備計画への反映等について

平成２２年４月の本市教育委員会において事後評価を実施し、事後評価シートの内容については、本市ホームページ上で公表する。

事後評価の時期及び方法について

　施設整備計画に計画した事業は、計画どおり実施できた。学校施設については、児童生徒が一日の大半を過ごす学習・生活の場である
とともに、災害発生時には地域住民の避難場所となる重要な施設のため、本市においては、次年度以降についても、校舎及び屋内運動場
の耐震化事業を計画的かつ効率的に推進していく。


